
(57)【要約】

【課題】　軸方向の剛性が減少し、かつ半径方向の剛性

が高まるベローズを提供する。

【解決手段】　本発明は、互いに相対的に可動である第

１の端部（２）及び第２の端部（３）を有する本体（１

）を含むベローズであって、第１の端部（２）及び第２

の端部（３）の間の本体（１）に複数のアーチ状部（４

）が形成され、これらのアーチ状部が第１のくびれ（５

）によって相互に隔てられ、かつアーチ状部（４）の少

なくとも１つに第２のくびれ（６）が形成されているも

のにおいて、第２のくびれ（６）の幅方向の寸法が、最

大で、第２のくびれの深さ方向の寸法に一致することを

特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 相 対 的 に 可 動 で あ る 第 １ の 端 部 （ ２ ） 及 び 第 ２ の 端 部 （ ３ ） を 有 す る 本 体 （ １ ）
を 含 む ベ ロ ー ズ で あ っ て 、 該 第 １ の 端 部 （ ２ ） 及 び 第 ２ の 端 部 （ ３ ） の 間 の 該 本 体 （ １ ）
に 複 数 の ア ー チ 状 部 （ ４ ） が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の ア ー チ 状 部 が 第 １ の く び れ （ ５ ） に よ っ
て 相 互 に 隔 て ら れ 、 か つ 該 ア ー チ 状 部 （ ４ ） の 少 な く と も １ つ に 第 ２ の く び れ （ ６ ） が 形
成 さ れ て い る も の に お い て 、
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 幅 方 向 の 寸 法 が 、 当 該 第 ２ の く び れ の 深 さ 方 向 の 寸 法 以 下 で
あ る こ と を 特 徴 と す る ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） が ２ 本 の リ ッ ジ （ ７ ） に よ っ て 境 界 づ け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の く び れ （ ５ ） 及 び 第 ２ の く び れ （ ６ ） が 同 心 状 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 幅 方 向 の 寸 法 が 、 前 記 本 体 （ １ ） の 壁 厚 の 寸 法 よ り も 小 さ い
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 幅 が 最 大 １ mmで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ベ ロ
ー ズ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 深 さ 方 向 の 寸 法 が 、 前 記 本 体 （ １ ） の 壁 厚 の 寸 法 以 上 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 深 さ が １ mmか ら ２ mmの 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） が 、 前 記 ア ー チ 状 部 （ ４ ） の 半 径 方 向 最 も 外 側 の 領 域 に 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 断 面 が 三 角 形 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 断 面 が 長 方 形 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 断 面 が 台 形 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 断 面 が 菱 形 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 断 面 が 多 角 形 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 断 面 が 半 円 形 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 断 面 が 楕 円 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
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か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 断 面 が 放 物 線 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 断 面 が 双 曲 線 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） に ア ン ダ ー カ ッ ト が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
か ら １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 中 又 は 前 記 第 ２ の く び れ （ ６ ） に 丸 み の あ る 隅 部 が 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 本 体 （ １ ） が 回 転 対 称 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ９ の い ず
れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ の 端 部 （ ２ ） 及 び 第 ２ の 端 部 （ ３ ） が 、 前 記 本 体 （ １ ） を 軸 方 向 に 貫 通 す る 貫
通 孔 （ ８ ） の 端 部 と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ２ ０ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 本 体 （ １ ） が 少 な く と も 部 分 的 に 円 錐 台 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ か ら ２ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ベ ロ ー ズ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ベ ロ ー ズ に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 相 対 的 に 可 動 で あ る 第 １ の 端 部
及 び 第 ２ の 端 部 を 有 す る 本 体 か ら な る ベ ロ ー ズ で あ っ て 、 こ れ ら の 端 部 間 の 本 体 に 複 数 の
ア ー チ 状 部 が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の ア ー チ 状 部 は 第 １ の く び れ に よ っ て 相 互 に 隔 て ら れ 、 か
つ 少 な く と も １ つ の ア ー チ 状 部 に 第 ２ の く び れ が 形 成 さ れ て い る ベ ロ ー ズ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 の 形 式 の ベ ロ ー ズ は 従 来 技 術 で 既 に 公 知 で あ る 。 第 ２ の く び れ が 著 し く 平 坦 で あ り
か つ 大 き く 拡 が る 上 位 概 念 を 成 す ベ ロ ー ズ が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
こ の 種 の ベ ロ ー ズ は 、 し ば し ば ジ ョ イ ン ト 、 殊 に 自 動 車 の 駆 動 軸 の た め の ジ ョ イ ン ト に 配
設 さ れ る 。 こ の ベ ロ ー ズ は 軸 方 向 に も 半 径 方 向 に も 負 荷 を か け る こ と が で き る 。 こ の よ う
な ベ ロ ー ズ の 襞 は 、 運 転 中 に ジ ョ イ ン ト が 偏 向 す る と 片 側 で は 伸 び （ 延 伸 し ） 、 か つ 反 対
側 の も う 片 方 の 側 で は 縮 む （ 圧 縮 さ れ る ） 。 襞 の 頂 部 に 属 す る 外 側 の 領 域 に 高 い 圧 縮 応 力
が 生 じ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 襞 に 凹 み を 形 成 す る こ と が あ る 負 荷 が 生 じ る 。 通 常 、 こ の
凹 み に 付 随 し て ベ ロ ー ズ の 破 壊 が 起 こ る 。 殊 に 、 外 側 に 湾 曲 し た 襞 山 は こ の 凹 み に よ っ て
内 側 に 無 理 に 押 し 込 ま れ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 公 知 の ベ ロ ー ズ は 、 こ れ ら の 負 荷 モ ー メ ン ト に 十 分 に 対 処 す る こ と が で き な い 。 ベ ロ ー
ズ の 凹 み も し く は 屈 曲 を 、 そ の ベ ロ ー ズ の 抵 抗 モ ー メ ン ト を 高 め る こ と に よ り 防 止 す る こ
と が 可 能 で あ る 。 そ の た め に 、 本 体 の 壁 厚 を 増 大 さ せ る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し な が ら
同 時 に 、 伸 び （ 延 伸 ） 過 程 及 び 縮 み （ 圧 縮 ） 過 程 に 対 す る 襞 の 抵 抗 が 減 じ ら れ な け れ ば な
ら な い 。 特 に ベ ロ ー ズ の 軸 方 向 の 剛 性 が 減 じ ら れ な け れ ば な ら ず 、 そ れ に よ っ て 可 動 性 が
こ の 自 由 度 に 関 し て 改 善 さ れ る べ き で あ る 。 一 方 、 半 径 方 向 の 剛 性 は 、 あ る 一 定 の 負 荷 に
至 る ま で 屈 曲 す る こ と が な い よ う に 、 顕 著 に 高 め ら れ な け れ ば な ら な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 2505542号 明 細 書
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 相 対 的 に 可 動 で あ る 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 有 す る 本 体 か ら な る ベ ロ ー ズ で あ っ て
、 こ れ ら の 端 部 間 の 本 体 に 複 数 の ア ー チ 状 部 が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の ア ー チ 状 部 が 第 １ の く
び れ に よ っ て 相 互 に 隔 て ら れ 、 か つ 少 な く と も １ つ の ア ー チ 状 部 に 第 ２ の く び れ が 形 成 さ
れ て い る 上 位 概 念 を 成 す ベ ロ ー ズ は 、 そ の 構 造 上 の 形 態 の た め に こ の 動 的 特 性 を も た ら す
こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 本 発 明 は 、 上 記 の 形 式 の ベ ロ ー ズ を 、 軸 方 向 の 剛 性 を 減 ず る と と も に 、 半 径
方 向 の 剛 性 を 高 め る よ う に 形 成 し か つ 発 展 さ せ る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 課 題 は 、 互 い に 相 対 的 に 可 動 で あ る 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 有 す る
本 体 を 含 む ベ ロ ー ズ で あ っ て 、 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 の 間 の 本 体 に 複 数 の ア ー チ 状 部
が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の ア ー チ 状 部 が 第 １ の く び れ に よ っ て 相 互 に 隔 て ら れ 、 か つ ア ー チ 状
部 の 少 な く と も １ つ に 第 ２ の く び れ が 形 成 さ れ て い る も の に お い て 、 第 ２ の く び れ の 幅 方
向 の 寸 法 が 、 そ の 第 ２ の く び れ の 深 さ 方 向 の 寸 法 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る ベ ロ ー ズ に
よ っ て 解 決 さ れ る 。 す な わ ち 、 上 記 課 題 は 請 求 項 １ に 記 載 の 特 徴 に よ っ て 解 決 さ れ る 。 こ
の 構 成 で は 、 ベ ロ ー ズ は 、 第 ２ の く び れ の 幅 方 向 の 寸 法 、 大 き さ が 、 最 大 で 、 そ の く び れ
の 深 さ 方 向 の 寸 法 、 大 き さ と 一 致 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス プ リ ン グ ベ ロ ー ズ が 、 凹 凸 の な い 、 平 ら な く び れ を 有 す る こ と に よ
っ て 、 軸 方 向 の 剛 性 が 低 下 せ ず 、 又 は 殆 ど 低 下 し な い こ と が 分 か っ た 。 さ ら に 、 平 ら な く
び れ に よ っ て 、 半 径 方 向 の 剛 性 が 上 昇 せ ず 、 又 は 殆 ど 上 昇 し な い こ と が 分 か っ た 。 第 ２ の
段 階 で は 、 く び れ の 深 さ 方 向 の 寸 法 を 本 体 の 壁 厚 の 寸 法 に 対 し て 大 き く 、 深 く 、 縦 長 に 形
成 す る と い っ た 予 防 策 を 講 じ る こ と に よ っ て 、 ス プ リ ン グ ベ ロ ー ズ の 軸 方 向 の 剛 性 を 明 ら
か に 低 下 さ せ 、 一 方 で 半 径 方 向 の 剛 性 を 顕 著 に 高 め ら れ る こ と が 分 か っ た 。 第 ３ の 段 階 で
、 く び れ の 形 状 を 本 発 明 に 従 っ て 選 択 す る こ と に よ っ て 、 壁 厚 を 増 大 さ せ る こ と な く 、 凹
み も し く は 屈 曲 に 対 す る ベ ロ ー ズ の 抵 抗 モ ー メ ン ト を 高 め る こ と が 可 能 で あ る と い う こ と
が 最 終 的 に 分 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 本 発 明 に よ る ベ ロ ー ズ に よ っ て 、 先 に 記 載 し た 課 題 を 解 決 す る こ と の で き る
ベ ロ ー ズ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 構 造 上 特 に 好 ま し い 形 態 の 場 合 に は 、 第 ２ の く び れ は ２ 本 の リ ッ ジ に よ っ て 、 そ の 境 界
が 画 定 さ れ る 。 こ の 構 成 で は 、 凹 み に 対 す る 抵 抗 が 高 め ら れ る 。 同 時 に リ ッ ジ は 、 縮 み （
圧 縮 ） 方 向 及 び 伸 び （ 延 伸 ） 方 向 に お い て 、 こ れ ら の 変 形 に 対 す る 抵 抗 力 を 低 下 さ せ る 。
こ の 場 合 に は 、 全 て の 第 ２ の く び れ に リ ッ ジ を 設 け て も よ く 、 あ る い は 幾 つ か の く び れ に
の み に 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の く び れ を 同 心 状 に 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 特 に 、 第 １ の
く び れ が 第 ２ の く び れ よ り も 小 さ な 円 周 、 す な わ ち 第 １ の く び れ が 第 ２ の く び れ よ り も 小
さ な 半 径 を 有 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 具 体 的 な 実 施 形 態 に よ っ て 、 有 利 な 運 動 力 学 に
表 さ れ る ベ ロ ー ズ の 対 称 構 造 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ の く び れ の 幅 方 向 の 大 き さ （ 寸 法 ） を 本 体 の 壁 厚 の 大 き さ （ 寸 法 ） よ り 小 さ く す る
こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 に よ り 、 第 ２ の く び れ を 、 有 利 に 本 体 の 負 荷 を 解 放 し 得 る 例
え ば 予 定 屈 曲 箇 所 又 は 予 定 凹 み 箇 所 と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 構 成 に よ り 、 ベ
ロ ー ズ が 長 い 寿 命 を 有 し か つ 規 定 内 で 負 荷 可 能 で あ る こ と を 保 証 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の く び れ は 最 大 １ ミ リ メ ー ト ル の 幅 を 有 す る 。 こ の 実 施 形 態 に よ っ て 、 本 体 の 表 面
の 均 一 性 が わ ず か に し か 損 な わ れ な い こ と を 保 証 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 汚 れ が ご く
わ ず か な 程 度 に し か く び れ 内 に 蓄 積 し 得 な い 構 造 を 有 利 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の く び れ の 深 さ 方 向 の 大 き さ （ 寸 法 ） を 、 本 体 の 壁 厚 の 大 き さ （ 寸 法 ） と 比 較 し て
大 き く 又 は 等 し く す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 に よ っ て 、 第 ２ の く び れ の 深 さ が 壁 材
料 の 厚 み に 対 し て 大 き く 、 深 い 、 縦 長 の 凹 部 で あ る こ と が 保 証 さ れ 、 こ の 凹 部 に よ っ て 軸
方 向 の 剛 性 を 顕 著 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 点 で 第 ２ の く び れ は 、 こ の 剛 性 挙 動 に
明 ら か な 影 響 を 及 ぼ す 限 り 、 任 意 の 範 囲 の 寸 法 を 有 す る 。 こ れ を 背 景 と し て 、 第 ２ の く び
れ は １ mm～ ２ mmの 深 さ を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の 寸 法 は 、 本 体 が 熱 可 塑 性 エ ラ ス
ト マ ー か ら 製 造 さ れ て い る 場 合 に 特 に 有 利 で あ る 。 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー は 、 そ の 材 料 構
造 に 基 づ き 、 上 記 の 寸 法 の く び れ に よ っ て 、 そ の 剛 性 に 関 し て 特 に 修 正 可 能 な 剛 性 を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ の く び れ を ア ー チ 状 部 の 半 径 方 向 最 も 外 側 の 領 域 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 実
施 形 態 で は 、 第 ２ の く び れ は ア ー チ 状 部 の 中 央 に 形 成 さ れ 、 設 け ら れ 、 外 見 上 、 そ の ア ー
チ 状 部 を ２ つ の 部 分 に 分 割 す る 形 態 を 特 に 考 え る こ と が で き る 。 こ の 具 体 的 な 形 態 に よ っ
て 、 そ れ ら の ２ つ の 部 分 は 互 い に 相 対 的 に 動 き 、 ベ ロ ー ズ の 縮 み 又 は 伸 び に よ っ て 、 ピ ー
ク 負 荷 が ベ ロ ー ズ に 作 用 す る こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 第 ２ の く び れ の 断 面 を 略
三 角 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 特 に 力 に 対 し て 有 利 に 相 互 に 可 動 で あ る よ う
に 、 そ の 三 角 形 の ２ 辺 を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 断 面 を 二 等 辺 三 角 形 と す る こ と が で き
る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 こ の よ う な く び れ に よ っ て 、 ベ ロ ー ズ に 特 別 な 弾 性 特 性 を 付 与 す
る こ と が で き る 。 第 ２ の く び れ の 断 面 を 略 長 方 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。 断 面 が 長 方 形
で あ る 構 成 要 素 は 、 離 型 プ ロ セ ス の 際 に 、 特 に 容 易 に 加 工 物 か ら 除 去 可 能 で あ る た め に 、
こ の 実 施 形 態 で は 、 簡 単 に 製 造 で き る と い う こ と が 特 徴 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ の く び れ の 断 面 を 略 台 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。 断 面 が 台 形 で あ る と い う こ と も
ま た 加 工 物 の 容 易 な 離 型 を 可 能 と す る 。 さ ら に 断 面 が 台 形 で あ る よ う に 形 成 さ れ た く び れ
を 、 外 側 へ 開 い た 形 状 に 形 成 す る こ と が で き 、 そ の 場 合 に は 、 特 に 容 易 に く び れ 内 の 汚 れ
を 洗 浄 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ の く び れ の 断 面 を 略 菱 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 く び れ の 内
部 に 汚 れ の 粒 子 が 侵 入 で き な い 、 又 は 侵 入 し に く い 構 造 で あ る こ と を 保 証 す る こ と が で き
る 。 こ れ は 、 断 面 が 菱 形 で あ る こ と に よ っ て 、 わ ず か な 隙 間 を 介 し て の み 、 く び れ の 内 部
と 外 側 の 空 間 と が 連 通 さ れ る こ と に よ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ の く び れ の 断 面 を 多 角 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 断 面 に お け る 角 の 数
を 、 所 望 と さ れ る 弾 性 特 性 に 応 じ て 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ の く び れ の 断 面 を 略 半 円 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。 断 面 が 半 円 形 で あ る こ と に よ
っ て 、 幅 が 、 深 さ に 等 し い く び れ を 実 現 す る こ と が で き る 。 そ の 半 円 を 構 成 す る 円 の 直 径
を 幅 と し 、 半 径 を 深 さ と す る く び れ を 形 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 断 面 が 半 円 形 で あ る
こ と に よ っ て 、 く び れ が 外 側 に 開 い た 半 円 形 状 、 半 月 状 、 鎌 形 状 の 内 部 を 有 し 、 そ の た め
に 内 部 に 手 が 届 き や す く 、 く び れ の 容 易 な 洗 浄 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ の く び れ の 断 面 を 略 楕 円 形 状 、 略 放 物 線 形 状 又 は 略 双 曲 線 形 状 に 形 成 す る こ と が で
き る 。 ベ ロ ー ズ の 変 形 挙 動 に 対 す る 要 求 に 完 全 に 応 じ て 、 こ れ ら の 特 殊 な 形 状 を 選 択 す る
こ と が で き る 。 こ れ ら の 実 施 形 態 の 場 合 に は 、 断 面 を 楕 円 形 状 と す る こ と に よ り 半 径 方 向
に 特 に 大 き な 剛 性 を 、 断 面 を 放 物 線 形 状 、 放 物 面 と す る こ と に よ り 半 径 方 向 に よ り 小 さ な
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剛 性 を 、 そ し て 断 面 を 双 曲 線 形 状 、 双 曲 面 と す る こ と に よ り 先 の ２ つ の 剛 性 の 中 間 的 な 剛
性 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ２ の く び れ に ア ン ダ ー カ ッ ト を 設 け る こ と が で き る 。 ア ン ダ ー カ ッ ト を 形 成 す る こ と
に よ り 、 く び れ 内 の ピ ー ク 負 荷 を 防 止 す る こ と が で き 、 有 利 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 に よ り
、 ベ ロ ー ズ の 寿 命 が 延 び る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 実 施 形 態 を 背 景 と し て 、 く び れ の 中 又 は く び れ の 部 分 に 丸 み の あ る 隅 部 を 形 成 す る
こ と が で き る 。 丸 み の あ る 隅 部 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 動 的 過 程 の 際 に 、 本 体 の 材 料 に
ピ ー ク 負 荷 が か か ら な い こ と が 保 証 さ れ る 。 こ の 場 合 に は 材 料 疲 労 及 び 高 め ら れ た 摩 耗 を
効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 体 を 回 転 対 称 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 本 体 を 特 に 簡 単 に 製 造 す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 体 の 端 部 を 、 本 体 を 軸 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 の 端 部 と し て 形 成 す る こ と が で き る 。 こ
の 実 施 形 態 で は 、 こ れ ら の 端 部 を 円 筒 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 具 体 的 な 実 施 形 態
に よ っ て 、 ベ ロ ー ズ を 円 筒 形 の 要 素 、 例 え ば シ ャ フ ト 又 は ロ ッ ド に 取 り 付 け る こ と が 可 能
と な る 。 そ の 場 合 、 ロ ッ ド 又 は シ ャ フ ト 間 に 配 置 さ れ て い る ジ ョ イ ン ト が 本 体 内 に 収 容 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 形 態 を 背 景 と し て 、 本 体 を 少 な く と も 部 分 的 に 略 円 錐 台 形 状 に 形 成 す る こ と が
で き る 。 こ の 円 錐 台 形 状 の テ ー パ の 角 度 は 、 ジ ョ イ ン ト に よ っ て 結 合 さ れ て い る ロ ッ ド を
内 包 で き る よ う に 、 必 要 に 応 じ て 選 択 可 能 で あ る 。 し た が っ て 円 錐 台 形 状 の テ ー パ の 角 度
を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 縮 み （ 圧 縮 ） 又 は 伸 び （ 延 伸 ） の 際 に 作 用 す る 本 体 へ の 負 荷 を
有 利 に 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 教 示 を 有 利 に 形 成 し か つ 発 展 さ せ る 種 々 の 可 能 性 が 存 在 す る 。 そ れ ら の 可 能 性
に 関 し て 、 一 方 で は 請 求 項 １ に 従 属 す る 請 求 項 を 参 照 し 、 他 方 で は 図 面 に 基 づ く 本 発 明 の
好 ま し い 実 施 例 に つ い て の 以 下 の 説 明 を 参 照 す る こ と に よ り 理 解 す る こ と が で き る 。 図 面
に 基 づ く 本 発 明 の 有 利 な 実 施 例 に つ い て の 説 明 と と も に 、 上 記 教 示 の 一 般 的 に 好 ま し い 実
施 形 態 及 び 発 展 も 説 明 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 互 い に 相 対 的 に 可 動 で あ る 第 １ の 端 部 （ ２ ） 及 び 第 ２ の 端 部 （ ３ ） を 有 す る
本 体 （ １ ） を 含 む ベ ロ ー ズ に 関 し 、 第 １ の 端 部 （ ２ ） 及 び 第 ２ の 端 部 （ ３ ） の 間 の 本 体 （
１ ） に 複 数 の ア ー チ 状 部 （ ４ ） が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の ア ー チ 状 部 が 第 １ の く び れ （ ５ ） に
よ っ て 相 互 に 隔 て ら れ 、 か つ ア ー チ 状 部 （ ４ ） の 少 な く と も １ つ に 第 ２ の く び れ （ ６ ） が
形 成 さ れ て い る も の に お い て 、 第 ２ の く び れ （ ６ ） の 幅 方 向 の 寸 法 が 、 最 大 で 、 第 ２ の く
び れ の 深 さ 方 向 の 寸 法 に 一 致 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な 構 成 で あ る こ と に よ っ て
、 軸 方 向 の 剛 性 が 減 少 し 、 か つ 半 径 方 向 の 剛 性 が 高 ま る ベ ロ ー ズ を 提 供 す る こ と が 可 能 と
な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は 、 第 １ の 端 部 ２ 及 び 第 ２ の 端 部 ３ を 有 す る 本 体 １ を 備 え た ベ ロ ー ズ を 示 し 、 こ れ
ら の 端 部 ２ 、 ３ は 互 い に 相 対 的 に 可 動 で あ る 。 こ れ ら の 端 部 ２ 、 ３ の 間 の 本 体 １ に は 、 複
数 の ア ー チ 状 部 ４ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の ア ー チ 状 部 は 第 １ の く び れ ５ に よ っ て 相 互 に 隔 て
ら れ 、 ま た 少 な く と も １ つ の ア ー チ 状 部 ４ に 第 ２ の く び れ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の く
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び れ ６ の 幅 方 向 の 寸 法 は 、 そ の く び れ の 深 さ 方 向 の 寸 法 以 下 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る
。 又 は 第 ２ の く び れ ６ の 幅 の 値 は 、 そ の 幅 が 最 大 と な る 場 合 に 、 そ の く び れ の 深 さ の 値 と
一 致 す る 値 を 有 す る 。 第 ２ の く び れ ６ は 、 ２ 本 の リ ッ ジ ７ に よ っ て 境 界 づ け ら れ て い る 。
第 １ の く び れ ５ と 第 ２ の く び れ ６ は 、 端 部 ２ 、 ３ を 通 る 軸 を 中 心 と し て 同 心 状 に 配 置 さ れ
て い る 。 第 ２ の く び れ ６ は 、 ア ー チ 状 部 ４ の 半 径 方 向 で 最 も 外 側 の 領 域 に 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 本 体 １ が 回 転 対 称 に 形 成 さ れ て い る 。 端 部 ２ 、 ３ は 、 本 体 １ を 軸 方
向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 ８ の 端 部 ２ 、 ３ と し て 形 成 さ れ て い る 。 本 体 １ は 、 少 な く と も 部 分 的
に 略 円 錐 台 形 状 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ に は 、 断 面 が 略 三 角 形 で あ る 第 ２ の く び れ ６ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ に は 、 断 面 が 略 長 方 形 で あ る 第 ２ の く び れ ６ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ に は 、 断 面 が 略 台 形 で あ る 第 ２ の く び れ ６ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ に は 、 断 面 が 略 菱 形 で あ る 第 ２ の く び れ ６ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ と 図 10に は 、 断 面 が 多 角 形 で あ る 第 ２ の く び れ ６ を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ７ に は 、 断 面 が 略 半 円 形 で あ る 第 ２ の く び れ ６ を ２ 本 の 尖 っ た リ ッ ジ ７ と と も に 示 す
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ８ に は 、 断 面 が 略 楕 円 形 状 に 形 成 さ れ 、 か つ ２ 本 の リ ッ ジ ７ を 有 す る 第 ２ の く び れ ６
を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ に は 、 断 面 が 略 双 曲 線 形 状 に 形 成 さ れ 、 か つ ２ 本 の リ ッ ジ ７ を 有 す る 第 ２ の く び れ
６ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 10に は 、 断 面 が 対 称 的 な 多 角 形 を 形 成 す る 第 ２ の く び れ ６ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 11に は 、 断 面 が 略 放 物 線 形 状 に 形 成 さ れ て い る 第 ２ の く び れ ６ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 教 示 の 更 な る 有 利 な 形 態 及 び 発 展 に 関 し て 、 一 方 で は 明 細 書 の 全 般 的 な 部 分 が
参 照 さ れ 、 ま た 他 方 で は 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 が 参 照 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 最 後 に 、 先 に 純 粋 に 任 意 に 選 択 さ れ た 実 施 例 を 、 本 発 明 に よ る 教 示 を 詳 論 す る た め に も
っ ぱ ら 利 用 し て き た が 、 本 発 明 に よ る 教 示 が こ の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と を
と り わ け 特 に 強 調 し て お く こ と と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 複 数 の く び れ を 有 す る 複 数 の ア ー チ 状 部 を 有 す る ベ ロ ー ズ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 断 面 が 三 角 形 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 断 面 が 長 方 形 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 断 面 が 台 形 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 断 面 が 菱 形 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 断 面 が 多 角 形 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 断 面 が 半 円 形 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 断 面 が 楕 円 形 状 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 断 面 が 双 曲 線 形 状 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 断 面 が 対 称 的 な 多 角 形 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ １ 】 断 面 が 放 物 線 形 状 で あ る 第 ２ の く び れ を 有 す る ア ー チ 状 部 の 部 分 を 示 す 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ 　 　 　 本 体
２ 　 　 　 第 １ の 端 部
３ 　 　 　 第 ２ の 端 部
４ 　 　 　 ア ー チ 状 部
５ 　 　 　 第 １ の く び れ
６ 　 　 　 第 ２ の く び れ
７ 　 　 　 リ ッ ジ
８ 　 　 　 貫 通 孔
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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